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北海道外における多包虫症発生の実態と今後の対策への提言
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　多包虫（多包性エキノコックス）症の流行は，1945年以前には北海道礼文島に限局していたが，

今では北海道全島に及んでいる。一方，北海道以外の地域では，21都府県で患者発生が報告され

てきた。我々は，これらの北海道外が発生した多包虫症例に関する既刊論文127編と病理剖検輯

報8報合計135編を解析して，計76症例を同定し，それらを(1)現住地で感染したと推測される原

発？群（19例），(2)北海道で感染したと考えられる北海道群（23例），(3)シベリア・千島など海外

で感染したと思われる海外群（30例），(4)感染地の同定ができない不明群（4例）の4群に分類

した。各群の地理的分布，患者性比には特徴があり，原発？群患者は現住地で感染したが北海道

の流行と何らかの関連があることが示唆された。また，感染時期の推定結果から，本州各地にお

ける過去の原発？群および北海道群の症例は1970年代初期までの感染例と推定された。1980年代

後半から北海道全島に多包虫症の流行域が拡大してきた現状からみて，今後，本州でも原発？

群，北海道群の多包虫症患者が増加する可能性が示唆された。
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